
 

総合的な学習の時間 

「やさしいまち 下平間」 
川崎市立下平間小学校 

単元（題材）目標 

・障害者との交流から、耳が不自由なことはどういうことかを理解することができる。 

・耳が不自由なことを体験・調べ学習をする中で、障害者だけでなく、様々な立場の人た 

ちのことを考え、行動しようとする心情を育てる。    

 

（１）実施時期 

９月下旬 

 

（２）対象（学年等・人数） 

４年生 88名 

 

（３）指導者（教諭・外部講師等） 

本校教諭：４年担任４名 

外部講師：手話サークル太陽の会 ６名 

 

（４）実施内容 

・聴覚障害者の体験談を聞く。 

・手話の基本的な仕方を講師から直接指導。 

・手話の簡単なあいさつの仕方を講師から直接指導。 

・質問タイム 

 

（５）成果 

・手話であいさつができるようになった。 

・聴覚障害者の体験談を聞き、やさしい気持ちをもてるようになった。 

〈児童感想〉 

・手話をたくさん覚えて、コミュニケーションをとりたいと思った。 

・身振りなどでも、気持ちを表現したいと思った。 

・手話や指文字をたくさん覚えてコミュニケーションをとりたい。 

 

（６）その他 

・手話サークルの方と、事前の打ち合わせをしっかりと取る。 


